
（別紙３）

～ 令和6年　10月　12日

（対象者数） 30名 （回答者数） 20名

～ 令和６年　10月　12日

（対象者数） 7名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用児が気持ちよく安全に過ごせるような環境作りのため、

こまめに清掃や整備をしたり、点検して安全管理を行ってい

る。

2

ミーティングで利用児の様子や保護者との会話内容等を伝え

合い、職員間で情報共有できるようにしている。

必要に応じて個別相談の時間を設け、情報提供や支援を行っ

ている。

3

活動に興味を持ち、さらに楽しく参加できるように課題設定

を工夫している。また、お友達と相談や協力をして取り組ん

だり、楽しくやりとりができるように支援を行っている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修等に参加し、家族支援の内容を検討していく。

2

3

○事業所名 児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業　リトルエンゼル

○保護者評価実施期間
令和6年　9月　17日

○保護者評価有効回答数

令和６年　9月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和６年　12月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等の開催がなく、保護者同士の交流の機会が設けら

れていない。

今のところ、保護者の方のご希望はない。

職員が家族支援の研修に参加できていない。

　

訓練室や和室、園庭や畑等、広いスペースがあり、活動内容

に応じて利用できる。

また、広い園庭では、のびのびと体を動かして運動遊びを楽

しむことができる。

課題や活動に応じて部屋を分けて利用することで、宿題や課

題に集中でき、落ち着いて取り組むことができる。

利用児が安心して楽しく活動に参加できている。 送迎時に活動内容や利用児の様子を保護者に伝えるようにし

ている。利用児の現状を把握して、１人ひとりに合わせた対

応ができるように配慮している。

毎日、設定活動を行っている。 ルール性のあるゲーム課題や運動課題、SST課題等を設定し

たり、土曜日や学校休業日、長期休暇時は外出企画を取り入

れる等、さまざまな活動を経験できるように課題を設定して

いる。

事業所における自己評価総括表公表


